
　１２　農村整備

　‐水田整備状況‐ 令和４年度実績見込み(単位：ha)

整備済水田面積 整備率 整備済水田面積 整備率

大河原 11,890 6,604 56% 618 5%
仙   台 20,849 15,653 75% 6,803 33%
大   崎 31,940 24,086 75% 13,006 41%
栗   原 16,100 9,781 61% 3,224 20%
登   米 16,400 13,862 85% 5,506 34%
石   巻 11,405 9,351 82% 7,097 62%
気仙沼 1,693 372 22% 4 0%
県計 110,277 79,709 72% 36,257 33%

資料：宮城県農村振興課調べ

　１３　林　業

 　-圏域別森林面積- （単位：ha）

総数 公有林 私有林
大河原 155,140 105,881.80 68% 35,623.75 70,258.05 10,547.96 59,710.09 49.7%

仙台 164,886 82,227.64 50% 26,375.13 55,852.51 7,581.76 48,270.75 40.2%

大崎 152,391 84,768.60 56% 37,274.19 47,494.41 12,009.32 35,485.09 56.3%

栗原 80,500 44,184.79 55% 14,141.94 30,042.85 4,449.91 25,592.94 56.8%

石巻 72,120 39,088.31 54% 8,738.97 30,349.34 4,143.82 26,205.52 56.7%

登米 53,612 22,074.04 41% 2,659.43 19,414.61 3,811.38 15,603.23 68.6%

気仙沼 49,584 36,235.25 73% 5,972.74 30,262.51 7,220.01 23,042.50 63.1%

県計 728,233 414,460.43 57% 130,786.15 283,674.28 49,764.16 233,910.12 53.2%
資料：令和4年度版みやぎの森林・林業のすがた

  　　　-総面積に占める森林の割合-

‐特用林産物‐

品　　目 登米市 構成比 宮城県
乾しいたけ 0.8 8.0% 10
まいたけ 21 30.4% 69
木　炭 30 48.4% 62

資料：令和4年度版みやぎの森林・林業のすがた

※5　構成比は県に対しての割合

　　　　　　資料：令和4年度版みやぎの森林・林業のすがた

水田面積
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水　　　田　　　整　　　備　　　率
うち大区画

民　　有　　林 地域森林計画対象民有林
に占める人工林率

※3　地域森林計画対象民有林とは，「全国森林計画（森林法第4条）」に即して，都道府県知事が5年ごとに10年を1期として，対象となる森
　 　　林の区域，森林の整備及び保全の目標などを定める｢地域森林計画(森林法第5条)｣の対象となる民有林を指す

※4　四捨五入の関係で，面積の合計が一致しない場合がある

令和3年（単位：トン）
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登米地域の水田整備率は85％と県平均を大きく上回り、圏域別では最も高い割合となっています。また、大区画の整備率
は水田面積の34%を占めています。

・整備済水田面積とは，20a区画以上に整備された水田面積
・大区画整備済水田面積とは，50a区画以上に整備された水

田面積及びほ区均平により畦畔を除去した場合50a区画以
上となる整備済水田面積

・整備値表示としているため必ずしも計は一致しない

・水田面積は耕地面積のうちの水田面積を表す

※1 東日本大震災津波被災地域の農地転用面積等の整理

が必要であり，整備済面積は参考値扱い
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登米地域の森林面積の割合は41％と圏域別では最も低いものの、地域森林計画対象民有林に占める人工林の割合は約
69%と県平均を大きく上回り、圏域別では最も高い割合を占めています。
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